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3
9年
度
予
算

（
一
般
会
計
）
の
し
く
み

総
額
四
億
一
千
万
円

農
林
水
産
業
に
重
点

四
月
一
日
か
ら
、
3
9
会
計
年
度

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
一
般
会

計
の
歳
人
と
歳
出
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。

と
く
に
、
今
年
度
の
歳
出

は
、
人
件
費
な
ど
の
経
常

経
費
を
お
さ
え
、
長
門
市

の
経
済
の
中
心
で
あ
る
農

林
水
産
業
に
重
点
が
お
か

れ
ま
し
た
。

単
位
は
千
円

歳
　
入

（
　
）
内
は
昨
年
度

当
初
予
算
と
の
比
較

増
減

１
市
　
税

匸
二
五
、
四
一
七

（
二
五
、
五
六
八
）

２
地
方
交
付
税

八
七
、
〇
〇
〇

・
二

二
、
〇
〇
〇
）

３
分
担
金
及
び
負
担
金

ヒ
、
三
三
七

（
三
、
几
○
七
）

４
使
用
料
及
び
手
数
料

七
、
八
三
六

（
減
　
五
五
九
）

５
国
庫
支
出
金

六
一
、
四
一
〇

（
三
、
八
五
一
）

６
県
支
出
金

二
〇
、
四
六
四

（
五
、
七
二
二
）

７
財
産
収
入

二
二
、
七
一
七

（
咸
五
一
、
七
五
三
）

８
寄
附
金

六
、
五
〇
四

（
　
　
四
二
八
）

９
繰
入
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
成
　
　

九
九
九
）

1
0
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
　
　
　
　
　
　
一
）

1
1諸
収
入
　
　
　
三
三
、
九
五
八

（
匸
冊

三
五
九
）

1
2
市
　
債
　
　
　
二
八
、
斤
○
○

（
城
三
四
、
九
〇
ジ
）

歳
人
合
計
　
四
一
一
、
一
四
五

（
減
二
三
、
三
七
五
）

歳
　
出

１
議
会
費
　
　
　
一
〇
、
六
九
八

２
総
務
費
　
　
　
九
七
、
六
〇
〇

３
民
生
費
　
　
　

七
三
、
四
五
八

４
衛
生
費
　
　
　

匸
一
、
〇
二
七

５
労
働
費
　
　
　
　

九
、
六
九
八

６
農
林
水
産
業
費
四
九
、
〇
一
ヤ

７
商
工
費
　
　
　
　

四
、
四
三
一

８
土
木
費
　
　
　
四
二
、
二
五
三

９
消
防
費
　
　
　
　

五
、
〇
二
二

1
0教
青
費
　
　
　

五
八
、
四
二
八

1
1
災
害
復
旧
費
　
ヱ
（
、
○
五
一

1
2
公
債
費
　
　
　
二
九
、
ニ
ー
九

1
3
諸
支
出
金
　
　
　
二
、
二
四
九

1
4
予
備
費
　
　
　
　
　
匸
Ｏ
Ｏ
Ｏ

成
出
合
計
　
四
一
二
　
一
四
五

当
初
予
算
に
あ
ら
わ
れ
た
お
も

な
事
業
　
　

（
単
位
は
千
円
）

（
総
務
費
）

造
林
用
苗
木
代
　
　
　

八
六
〇

防
犯
活
動
費
補
助
　
　

三
〇
〇

（
民
生
費
）

母
子
家
庭
児
学
生
寮
建
築
負
担

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

通
保
育
所
建
築
　

三
、
七
二
五

扶
助
費
　
　
　

二
九
、
八
三
九

（
衛
生
費
）

伝
染
病
患
者
医
療
費
　
四
五
〇

結
核
健
康
診
断
　
　
　

一
〇
〇

環
境
衛
生
費
　
　
　
　

四
四
四

（
労
働
費
）

失
対
事
業
（
江
の
川
改
修
、
市

道
補
修
、
舗
装
）二

、
一
一
九

（
農
林
水
産
業
費
）

農
業
振
興
費
　
　
二
、
五
四
九

林
業
振
興
費
　
一
〇
、
二
六
一

水
産
業
振
興
費
　
一
、
〇
〇
八

漁
港
建
設
費
　
二
四
、
五
三
〇

（
商
工
費
）

俵
山
未
点
灯
家
屋
の
電
気
導
入

二
七
〇

観
光
振
興
費
　
　
　
　

八
九
〇

（
土
木
費
）

道
路
維
持
費
　
　
一
、
六
五
〇

道
路
新
設
改
良
費
五
、
四
九
〇

黒
川
線
改
良

真
弓
の
木
線
舗
装
新
設

板
持
停
車
場
線
改
良

橋
梁
新
設
改
良
費
三
、
匸
一
〇

俵
山
入
江
橋

仙
崎
白
方
橋

青
海
大
橋
（
県
負
担
金
）

湯
本
大
橋
（
県
負
担
金
）

河
川
費
　
　
　
　
　
　

七
六
〇

（
都
市
計
画
費
）

街
路
事
業
　
　
一
八
、
〇
七
〇

仙
崎
駅
前
広
場
、
湊
上
市

線
街
路
お
よ
び
用
地
買

収
田
屋
棧
橋
線
街
路
（
県
事

業
負
担
金
）

（
消
防
費
）

消
防
施
設
費
　
　
一
、
七
四
五

ホ
ー
ス
干
し
場
（
湯
町
、

木
津
、
湯
本
）

可
搬
式
ポ
ン
プ
（
向
町
）

ホ
ー
ス
購
入

（
教
育
費
）

俵
山
小
講
堂
ス
テ
ー
ジ
垂
幕

赤
崎
桟
敷
保
存
諸
施
設
工
事
五
〇
〇

体
育
振
興
費
　
　
　
　

五
六
’五

市
営
相
撲
場
整
備
　
　
二
〇
〇

（
災
害
復
旧
費
）

過
年
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
　
　
　
　
五
、
六
一
．
二

過
年
林
道
災
害
復
旧
費
四
七
一

〃

漁
港
　
〃
　
　
　
三
〇
八

〃
公
共
土
木
〃
九
、
六
五
一

う
れ
し
い
小
学
一
年
生

今
年
市
内
で
五
〇
二
名

毎
年
、
さ
く
ら
の

花
と
と
も
に
、
入
学

の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
す
が
、
今
年

市
内
の
各
小
学
校
に

新
入
学
し
た
、
加
わ

い
い
子
ど
も
た
ら
は

あ
わ
せ
て
五
〇
二
名

で
昨
年
の
四
九
七
名

よ
り
五
名
お
お
く
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
新
入
学
し
た

子
ど
も
た
ち
の
学
校

別
の
数
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
小
学
校

五
八
名

青
海
島
小
学
校

一
九
名

仙
崎
か
学
校

一
五
四
名

深
川
小
学
校
　
一
五
三
名

向
陽
小
学
校
　
　
三
五
名

大
畑
小
学
校
　
　
二
七
名

（
大
峠
分
校
二
名
を
含
む
）

俵
山
小
学
校
　
　
五
六
名

（
写
真
は
昨
年
の
新
入
生

深
川
小
に
て
）

人
事
異
動四月

一
日
付

課
長
級

商
工
観
光
課
長
兼
商
工
係
長
、
富

田
博
（
国
体
本
部
長
）

農
林
水
産
課
長
　
竹
内
正
夫
（
経

済
課
長
）

係
長
級

農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
農
務
係
長

藤
津
幾
治
（
経
済
課
長
補
佐
兼

農
務
係
長
）

商
工
観
光
課
観
光
係
長
、
南
野
敏

（
経
済
課
商
工
観
光
係
長
）

農
林
水
産
課
林
務
係
長
、
長
見
成

爾
（
総
務
課
庶
務
係
）

農
林
水
産
課
水
産
係
長
、
吉
津
忠

雄
（
経
済
課
水
産
係
長
）

係
　

員

総
務
課
庶
務
係
、
高
木
望
（
市
民

課
市
民
係
）

市
民
課
窓
口
係
、
山
崎
栄
枝
（
市

民
課
国
民
健
康
保
険
係
）

税
務
課
徴
収
係
、
山
近
成
司
（
経

済
課
商
工
観
光
係
）

市
民
課
窓
口
係
、
白
岩
展
子
（
税

務
課
管
理
係
）

市
民
課
市
民
係
、
中
尾
正
勝
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
）

収
入
役
室
、
国
弘
俊
和
（
税
務
課

徴
収
係
）

通
支
所
、
上
田
富
香
（
税
務
課
徴

収
係
）

商
工
観
光
課
商
工
係
、
上
田
悦
朗

（
福
祉
事
務
所
援
護
係
）

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係
、
福
岡

節
子
（
収
人
役
室
）

教
育
委
員
会
出
向
（
通
公
民
館
）

吉
富
信
男
（
通
支
所
）

福
祉
事
務
所
援
護
係
、
中
村
祐
策

（
通
公
民
館
）

農
林
水
産
課
農
務
係
、
植
木
一
彦

（
経
済
課
農
務
係
）

農
林
水
産
課
林
務
係
、
脇
坂
泰
行

（
経
済
課
林
務
係
）

同
　
右
　
　
　
　
　
　
中
野
弘
司

（
同
右
）

農
林
水
産
課
水
産
係
、
小
川
征
次

（
経
済
課
水
産
係
）

湊
、
保
育
園
　
末
水
美
世
子
（
母

子
寮
）

西
深
川
保
育
園
、
前
田
喜
美
子
（

向
陽
保
育
園
）

向
陽
保
育
園
、
北
瀬
睦
江
（
西
深

川
保
育
園
）

通
保
育
園
、
中
谷
和
子
（
仙
崎
保

育
園
）

仙
崎
保
育
園
、
山
田
百
江
（
通
保

育
園
）

以
上
（
　
）
内
は
旧
任

新
採
用

農
林
水
産
課
林
務
係
、
河
村
正
之

農
林
水
産
課
農
務
係
、
伊
藤
哲
馬

税
務
課
固
定
資
産
税
係
、
松
本
敏

雄
同
　
右
　
　
　
　
　
　
進
藤
信
行

農
林
水
産
課
水
産
係
　
藤
田
保
明

収
入
役
室
　
　
　
　
小
野
川
祥
子

長
寿
園
　
　
　
　
　
設
楽
タ
キ
子

3
9年
度
住
宅
金
融

公
庫
住
宅
建
設
資
金
受

付
け

（
申
し
込
み
）

４
月
2
0日
ま
で

（
申
し
込
み
場
所
）

山
口
銀
行
深
川
支
店

深
川
農
業
協
同
組
合

（
貸
付
け
種
類
）

①
個
人
住
宅
建
設
資
金

②
増
築
資
金

労
働
基
準
法
適
用

事
業
報
告
書
を
提
出

４
月
末
ま
で

労
働
基
準
法
第
８
条
の
規
定

で
、
雇
よ
う
者
を
一
人
で
も
使

っ
て
い
る
事
業
所
は
、
毎
年
の

よ
う
に
、
適
用
事
業
報
告
書
を

、
労
働
基
準
監
督
署
に
四
月
末

ま
で
に
報
告
し
て
下
さ
い
。

報
告
用
紙
は

湊
中
央
区

深
川
木
材
Ｋ
Ｋ
に
あ
る

自
作
農
維
持
資
金

と
農
地
等
収
得
資
金

の
申
込
み

こ
れ
の
、
昭
和
3
9年
度
資
金

の
借
入
れ
申
込
み
の
受
付
け
を
し

て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員

会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

（
借
受
け
資
格
）

長
門
市
内
に
居
住
し
て
い
る

農
業
経
営
者

（
貸
付
け
最
高
額
）

自
作
農
維
持
資
金
　
三
〇
万
円

農
地
等
取
得
資
金
　
八
〇
万
円

（
年
利
率
）

四
分
五
匣

自
転
車
登
録
の

す
ま
な
い
方
は

五
月
二
十
五
日
ま
で
に

お
近
く
の
自
転
車
店
で

手
数
料
　
三
十
五
円

お
詫
び

先
号
、
３
月
2
6日
付
長
門
市
広

報
中
。

固
定
資
産
台
帳
を
お
見
せ
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る
評
価
に
対
す
る

異
議
申
出
は
４
月
１
日
か
ら
2
0日

迄
と
あ
る
の
は
3
0日
の
誤
り
で
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

香

典

返

し

湯
本
三
ノ
瀬
　
　
坂
田
一
平

湊
二
区
　
　
　
　
国
近
一
行

俵
山
湯
町
　
　
　
宮
本
　
貢

祇
園
町
　
　
　
　
都
野
瀬
年

市
福
祉
協
議
会
へ
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市営通渡船の
事 故 につ い て

長門 市長 齋木正熊

さ
る
四
月
四
日
午
後
七
時
四
十

五
分
仙
崎
発
通
行
き
の
市
営
渡
船

第
一
通
丸
が
、
出
発
間
も
な
く
、

ま
れ
に
み
る
濃
霧
の
た
め
に
、
進

路
を
あ
や
ま
つ
て
、
青
海
島
惣
津

浦
附
近
の
砂
浜
に
乗
り
上
げ
る
と

い
う
事
故
を
お
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
は
な
は
だ
遺
憾

で
あ
り
、
当
時
、
乗
船
し
て
お
ら

れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
み

な
さ
ん
に
ご
心
配
と
ご
不
安
を
お

か
け
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
申

し
わ
け
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
い
わ
い
に
し
て
人
命
や
船
体
と

も
に
損
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
を
機
会
に
関
係
職
員
は

一
層
心
を
引
き
し
め
細
心
の
住
意

を
し
、
今
後
の
安
全
運
航
に
努
力

す
る
よ
う
強
く
反
省
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
今
後
ご
利
用
の
み
な
さ

ん
に
お
か
れ
て
も
、
悪
天
候
や
異

常
な
気
象
時
に
は
船
長
の
判
断
に

よ
り
安
全
運
航
を
第
一
に
考
え
、

欠
航
ま
た
は
停
船
の
処
置
を
と
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と

ら
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
ひ
と
え
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

紙
上
な
が
ら
、
先
般
の
事
故
発

生
に
対
し
、
お
わ
び
か
た
が
た
今

後
の
ご
犒
力
ふ
え
順
い
い
た
し
ま

す
。

一
、二
三
ブ
行
け

道
路
を
横
切
る
と
き

「
ワ
ン
、
ツ
ー
、
ス
リ
ー
、
ゴ

ー
」
こ
れ
は
、
道
路
を
横
切
る
時

の
合
言
葉
で
す
。

「
ワ
ン
」
で
右
側
、
「
ツ
ー
」

で
左
側
、
「
ス
リ
ー
」
で
再
び
右

を
見
て
安
全
な
こ
と
を
た
し
か
め

て
「
ゴ
ー
（
わ
た
ろ
う
）
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

山
口
県
内
で
は
、
四
月
中
を
「

児
童
、
幼
児
の
交
通
事
故
防
止
月

間
」
と
き
め
、
こ
の
「
ワ
ン
、
ツ

ー
、
ス
リ
ー
、
ゴ
ー
運
動
」
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
わ
い
い
、
お
子
さ
ん
を
こ
の

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う

１
、
道
路
を
横
切
る
と
き
は
、
ワ

ン
、
ツ
ー
、
ス
リ
ー
、
ゴ
ー
で

わ
た
ろ
う
。

２
、
横
断
歩
道
は
、
手
を
あ
げ
て

わ
た
る
。

３
、
六
歳
ま
で
の
幼
い
お
子
さ
ん

の
一
人
歩
き
は
さ
せ
な
い
で
、

必
ず
大
人
が
つ
い
て
お
く
。

４
、
路
上
で
の
、
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー

ル
や
鬼
ご
つ
こ
な
ど
は
絶
対
に

さ
せ
な
い

５
、
自
転
車
に
乗
つ
て
右
折
、
左

折
す
る
と
き
は
、
ま
わ
り
の
車

に
気
を
つ
け
、
車
の
す
ぐ
前
や

後
ろ
を
横
切
ら
な
い

ま
た
、
自
転
車
が
た
く
さ
ん

通
る
と
き
は
、
左
は
し
を
一
列

で
進
み
、
他
の
車
の
し
や
ま
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

県
税
の
ご
相

談
を
う
け
る

萩
県
税
事
務
所
で

萩
県
税
事
務
所
は
、
納
税
者
の

み
な
さ
ん
に
、
お
気
軽
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
、
納
税
相
談
室
を

同
事
務
所
内
に
設
け
ま
し
た
。

ご
相
談
を
う
け
る
の
は
、
日
曜

、
祭
日
を
除
く
毎
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土

曜
日
は
午
前
1
1時
ま
で
）

萩
市
土
原
（
東
萩
駅
下
車
）

萩
県
税
事
務
所
内

酒
を
の
ん
だ
ら

絶
対
に
（
ン
ド
戸
を
に
ぎ
ら
な
い

春
の
行
楽
期
を
迎
え
る
と
、
酒

飲
み
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
毎

年
多
く
な
り
ま
す
。
昨
年
中
に
山

口
県
内
で
起
き
た
「
酔
っ
ぱ
ら
い

運
転
」
に
よ
る
事
故
は
五
百
二
十

六
件
で
、
全
体
の
儿
、
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
三
十
八
年
中
に
死
亡
事
故

を
起
し
た
百
十
七
人
の
運
転
者
の

う
ち
の
ニ
ー、
三
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
四
十
人
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
た

り
、
ほ
ろ
酔
い
で
運
転
し
た
た
め

に
、
人
を
殺
し
た
り
自
分
自
身
の

生
命
を
失
っ
て
い
る
の
で
す
。

酒
を
の
ん
だ
と
き
に
は
、
自
分

で
は
だ
い
じ
よ
ぶ
だ
と
思
っ
て
も

注
意
力
や
運
動
感
覚
が
に
ぶ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
と
っ
さ

の
判
断
や
措
置
が
と
れ
な
い
な
め

に
、
こ
ん
な
に
多
く
の
死
亡
事
故

を
起
し
て
い
る
の
で
す
。

行
楽
の
季
節
の
た
め
に
、
花
見

や
観
光
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
酒
飲
み
運

転
は
死
亡
事
故
や
二
重
、
三
重
の

事
故
に
必
ず
発
展
し
ま
す
か
ら
、

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル

を
に
ぎ
ら
な
い
こ
と
で
す
。

酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
の
事
故
を
み

ま
す
と
、
家
族
や
友
だ
ち
な
ど
か

ら
酒
を
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
、

わ
ざ
わ
い
し
た
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
道
路

を
歩
い
た
た
め
に
、
交
通
事
故
に

あ
う
人
も
多
く
な
り
が
ち
で
す
か

ら
、
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

（
お
た
ず
ね
）

軍
人
恩
給
の
支
給
や
厚
生
年

金
な
ど
、
国
や
県
が
行
な
っ
て

い
る
仕
事
で
、
い
ろ
い
ろ
な
苦

情
や
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

こ
へ
相
談
に
行
け
ば
よ
い
か
。

（
仙
崎
幸
町
一
市
民
）

（
お
こ
た
え
）

お
た
ず
ね
の
こ
と
は
、
行
政

相
談
員
に
お
聞
き
に
な
れ
ば
、

秘
密
は
守
り
、
費
用
は
一
切
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

行
政
則
談
員
は

綿
野
秀
雄
さ
ん
（
も
と
市
助

役
）
で
、
長
門
湯
本
駅
前
に

住
所
を
も
ち
、
勤
務
先
の
長

門
大
泊
簡
易
郵
便
局
内
の
ど

ち
ら
で
も
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

相
談
に
応
ず
る
の
は
お
お
む

ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
、
文
官
恩
給
、
軍
人
恩
給
な
ど

の
支
給
に
つ
い
て

二
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
、

未
帰
還
者
遺
族
な
ど
の
援
護
に

つ
い
て

三
、
引
揚
者
給
付
金
な
ど
の
支
給

に
つ
い
て

四
、
生
活
扶
助
、
医
療
扶
助
、
教

育
扶
助
に
つ
い
て

五
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

厚
生
年
金
保
険
に
つ
い
て

六
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
つ

い
て

七
ヽ
自
動
車
損
害
賠
償
保
険

八
、
農
地
、
山
林
、
漁
港

九
、
国
税
の
賦
課
、
徴
収

十
、
不
動
産
の
登
記

十
一
、
国
道
、
県
道
の
路
面
改
良

と
用
地
使
用

十
二
、
道
路
、
宅
地
な
ど
の
電
柱

に
よ
る
障
害

十
三
、
道
路
、
河
川
な
ど
の
汚
水

汚
物
苦
情

十
四
。
鉄
道
踏
み
切
り
、
貨
物
自

動
車
、
バ
ス
な
ど
の
こ
と

十
五
、
郵
便
、
郵
便
ポ
ス
ト
、
切

手
類
売
さ
ば
き
所
、
テ
レ
ビ
な

な
の
こ
と

十
六
、
電
信
、
電
謡
、
公
衆
電
報

所
、
公
衆
電
話
所
の
こ
と

十
七
、
た
ば
こ
、
塩
の
小
売
販
売

所
の
こ
と

十
八
、
各
種
金
融
公
庫
の
貸
付
け

な
ど

（
お
た
ず
ね
）

奇
特
な
方
を

さ
が
し
て

さ
る
三
月
六
日
、
市
内
河
原
か

ら
俵
山
大
羽
山
ま
で
、
か
ら
だ
の

わ
る
い
と
し
よ
り
を
車
に
乗
せ
て

か
た
だ
い
た
仙
崎
方
面
の
運
転
手

の
方
、
お
礼
を
い
う
の
を
忘
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
ろ
あ
た

り
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

俵
山
大
羽
山

西
嶋
ハ
ル
（
7
5歳
）

四
月

広
報
の
し
お
り

衣

こ
の
四
月
か
ら
新
し
く

お
勤
め
に
出
る
人
の
服
装

は
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
希
望
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
準
備
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
男
の
場

合
は
紺
系
統
の
背
広
に
白
い
ワ
イ

シ
ャ
ツ
が
無
難
で
す
。
職
場
で
は

ど
の
よ
う
な
新
人
が
く
る
か
と
期

待
と
興
味
半
々
で
待
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
あ
ま
り
び
っ
く
り
さ

せ
る
よ
う
な
派
手
な
も
の
を
着
て

行
く
と
、
第
一
印
象
を
悪
く
し
て

し
ま
い
、
名
誉
回
復
ま
で
に
大
分

損
を
し
ま
す
。
も
し
お
し
や
れ
気

が
あ
っ
て
平
凡
な
服
装
で
も
の
た

り
な
い
と
感
じ
る
場
合
に
は
。
ハ

ン
カ
チ
、
ネ
ク
タ
イ
、
靴
な
ど
、

一
見
目
立
た
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ

で
そ
の
セ
ン
ス
を
生
か
せ
ば
よ
い

で
し
ょ
りゝノ。

女
の
人
は
ブ
ル
ー
か
白
系
統
の

ス
ー
ツ
を
一
着
。
ほ
か
に
ゾ
。フ
ウ

ス
と
ス
カ
ー
ト
を
各
二
者
ぐ
ら
い

川
意
し
て
お
き
ま
す
。
当
座
の
勤

務
に
は
こ
れ
で
十
分
で
す
か
ら
、

あ
と
は
職
場
の
ふ
ん
い
き
に
合
わ

せ
て
半
年
ぐ
ら
い
ず
つ
の
衣
服
計

画
を
た
て
て
い
き
ま
す
。
バ
ー
ゲ

ン
セ
ー
ル
な
ど
で
、
値
段
に
ひ
か

れ
て
思
い
つ
く
ま
ま
に
買
い
物
を

す
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ス
と
ス
カ
ー
ト

の
配
色
が
悪
い
た
め
に
無
駄
に
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
人
の
心
理
状
態
か
ら
い

う
と
、
一
つ
の
買
物
に
よ
っ
て
欲

望
が
満
た
さ
れ
る
と
、
ま
た
次
の

欲
望
が
わ
い
て
く
る
も
の
で
す
か

ら
、
何
か
大
き
な
買
物
を
す
る
場

合
に
は
、
時
間
を
か
け
て
い
ろ
い

ろ
見
て
歩
く
こ
と
自
体
を
楽
し
む

の
も
無
鍔
づ
か
い
の
予
防
に
な
り

ま
す
。

食

卷
の
食
品
が
豊
富
に
出

回
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
な

ら
大
根
、
糸
ね
ぎ
、
新
玉
ね
ぎ
、

そ
ら
ま
め
、
う
ど
、
さ
や
え
ん
ど

う
、
三
つ
葉
、
た
け
の
こ
、
ふ
き

な
ど
で
す
。
お
魚
な
ら
、
さ
よ
り

ぶ
り
、
桜
だ
い
、
あ
じ
、
さ
ば
、

あ
な
ご
、
ひ
ら
め
そ
し
て
貝
類
。

「
貝
類
に
は
砂
が
あ
る
の
で
」
と

敬
遠
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
海
の

水
と
同
汐
状
態
の
水
（
水
ニ
リ
ツ

ト
ル
、
塩
四
〇
グ
ラ
ム
の
割
合
）

の
中
に
つ
け
て
お
く
と
、
ど
ん
ど

ん
砂
を
は
き
ま
す
。
包
丁
や
く
ざ

を
一
緒
に
つ
け
る
の
は
、
こ
れ
と

い
う
根
拠
が
な
い
よ
う
で
す
し
、

子
ど
も
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
危

険
で
す
か
ら
止
め
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

な
ま
の
ま
ま
食
べ
る
と
き
は
、

信
用
の
お
け
る
店
か
ら
で
き
る
だ

け
新
鮮
な
も
の
を
買
っ
て
、
塩
水

で
よ
く
洗
い
ま
す
。
ア
カ
ガ
イ
、

タ
イ
ラ
ガ
イ
、
ア
オ
ヤ
ギ
な
ど
は

、
ス
シ
種
と
し
て
も
喜
ば
れ
ま
す

が
、
貝
類
の
な
ま
は
特
有
な
に
お

い
が
あ
る
の
で
、
使
う
前
に
す
で

洗
い
、
か
た
く
し
ぼ
っ
た
フ
キ
ン

で
水
気
を
と
る
と
さ
っ
ば
り
し
た

味
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ワ
カ
メ

や
ウ
ド
と
す
み
そ
あ
え
に
す
れ
ば

上
等
の
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
ず
。

住

そ
ろ
そ
ろ
害
虫
に
悩
ま

さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ブ
ラ
虫
（
ゴ
キ
ブ
リ
）
、

ナ
ン
キ
ン
虫
な
ど
の
退
治
は
め
ん

ど
う
で
す
が
、
ま
ず
媒
体
（
な
か

だ
ら
）
を
す
ろ
ネ
ズ
ミ
を
迎
放
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
台
所
の
隴

し
台
の
下
に
毒
エ
サ
を
し
か
け
る

と
よ
く
か
か
り
ま
す
が
、
小
さ
い

子
ど
も
さ
ん
の
い
ろ
家
庭
で
は
刎

。つ
て
囗
に
入
れ
ら
れ
ろ
と
卮
箴
で

す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
ふ
フ
つ

の
ね
ず
み
と
り
を
漑
い
た
ほ
う
が

無
槊
で
す
。

次
に
一
日
び
か
り
で
火
そ
う
じ

を
し
ま
す
。
畳
を
あ
げ
て
、
天
井

か
ら
床
下
ま
で
ょ
く
は
ら
い
、
床

に
は
新
聞
紙
を
敵
き
、
殺
虫
剤
を

ま
き
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
一
宝
な

ど
の
場
合
は
、
つ
い
遠
回
し
て

し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
管
理
人
と
相

談
し
て
、
一
定
の
囗
に
殺
虫
剤
・ｙ
・

ま
く
こ
と
を
交
し

し
て
・い
ろ
丱
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

入
学
、
就
収
Ｊ・
図
図
で
扠
も
と

を
隘
れ
る
人
が
多
く
な
り
阪
す
、

ア
ハ
Ｉ
ト
ヤ
ド
利
を
己
定
す
ろ
バ

合
に
は
単
に
値
段
の
高
い
安
い
ば

か
り
で
な
く
い
毎
日
の
通
勤
や
通

学
の
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
の
距

離
刄
昊

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。
忘
だ
、
同
居
者
の
生
活
環
境

が
忠
い
と
・影
響
を
受
け
や
す
い
年

ご
ろ
で
す
か
ら
、
十
分
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

親
の
反
省
五
十
即

％
　
あ
な
た
は
、
自
分
の
壘

つ
て
来
た
時
代
の
こ
と
ば
か

り
で
物
を
考
え
、
自
分
の
や

り
万
や
物
の
見
方
だ
け
で
、

于
ど
も
に
お
し
つ
け
よ
う
と

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

ぎ
　
兄
弟
姉
妹
や
他
の
子
ど

も
を
引
一口
い
に
出
し
て
叱
り

予
ど
も
の
心
を
傷
け
て
い
る

よ
り
々
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、

住民 異動の手続 きはこのように
出生 や死亡、又 は転出入のあつたときは、市役所（市所）に
次の方法で早 く届出を

出 七の と き ○ ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　

○ 　　 ○ 　　 ○

14 日以 内に 医 師 又 は 助 産 婦 の証 明 の

ある届書、図書の用紙は市役所、医
師 、 助 産婦 宅 に あ る。

１

死 亡 の と き

ｌ
○ ○ 　○ 　　　 ○ 　 ○ 7日 以 内に 医 師 の 証 明 の あ る 届 書

届 書 の用 紙 は市 役 所 、 医 師 宅 にあ る

転 出 の と き ○ 　 ○ 　　　　 ○ 　 ○ ○ 農 家 で 転 出先 で 配 給 を うけ る と きは

そ の 人 の 保 有米 供 出 済の 証 明 書（ 農協 発 行）　届 出 の 手 数 料50 円

転 入 の と き ○ ○ 　○ 　　　０　　o.  o　 ０ 14日
以 内 に 転 出し て き た市 町 村 長発

行 の 転 出 証 明書 を もっ て 届 け る 。

○ 印 桝 血) 時 市 役 所 に 持 つ ぞ く る も の

手
数
料

証
　
明

区
　
長

手
　
混

母
　
子

通
　
僭

主
　
食

印
　
虱

届
　
書

年 金田な 該 当 者 の み
手
帳

固
佞

手
帳

年
金

証
書

年
金

注　　意　　事　 項
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